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食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦（
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

あ
な
た
も
起
業
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

 

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
と
は

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の

直
轄
事
業
で
あ
る
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
の
こ
と
で
、
雇
用
創
出

に
向
け
た
意
欲
の
高
い
地
域
（
自

発
雇
用
創
進
地
域
）
に
設
置
さ
れ

た
、
市
町
村
や
商
工
会
議
所
等
で

組
織
す
る
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

が
行
う
人
材
育
成
・
就
職
促
進
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

採
択
さ
れ
た
地
域
で
は
、
商
品

開
発
研
究
、
販
路
拡
大
に
向
け
た

専
門
的
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の

人
材
育
成
や
技
術
指
導
、
地
元
求

職
者
に
対
す
る
資
質
向
上
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
求
職
者
情
報

提
供
コ
ー
ナ
ー
、
求
職
者
相
談
コ

ー
ナ
ー
の
充
実
等
の
事
業
を
実
施

し
、
雇
用
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

 

推
進
組
織
は

　

竹
田
市
の
地
域
雇
用
創
造
の
核

と
な
る
産
業
の
新
た
な
雇
用
創
出

を
目
的
と
し
て
、
竹
田
商
工
会
議

議
所
と
荻
町
、
久
住
町
、
直
入
町

の
商
工
会
、
竹
田
市
で
構
成
す
る

「
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議

会
」（
甲
斐
正
章
会
長
）
に
よ
り
、

「
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大

作
戦
」
を
厚
生
労
働
省
に
申
請
し
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
た
ま
や
公
園
（
竹
田
・
城
北

町
）
内
の
管
理
棟
に
事
務
所
を
置

き
、
事
業
推
進
員
２
名
、
商
工
会

議
所
１
名
、
市
１
名
、
推
進
員
補

助
員
１
名
の
計
５
名
を
配
置
し
て

い
ま
す
。

 
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦

　

竹
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
地

理
的
条
件
や
交
通
条
件
に
恵
ま
れ

な
い
こ
と
か
ら
企
業
進
出
も
少
な

い
中
、
新
た
な
就
業
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
と
、
人
材
育
成
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大

作
戦
で
は
、
竹
田
市
な
ら
で
は
の

豊
か
な
地
域
資
源
か
ら
の
産
物
を

活
か
し
た
「
食
」
と
、
産
業
遺
跡

や
温
泉
等
を
活
用
し
た
「
観
光
」

を
地
域
重
点
分
野
に
設
定
し
、
そ

れ
に
関
連
し
た
各
研
修
事
業
や
情

報
提
供
・
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
い
、

人
材
の
育
成
や
地
域
求
職
者
の
就

職
促
進
等
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
産
業
お
よ
び
経

済
の
活
性
化
、
そ
の
他
の
雇
用
創

造
へ
の
取
り
組
み
と
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
雇
用
創
造
効
果

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
観
光
分
野
を
ツ

ー
リ
ズ
ム
関
連
業
種
、
食
料
品
製

造
分
野
を
食
育
（
食
づ
く
り
）
関

連
業
種
と
位
置
づ
け
、
求
職
者
や

新
た
に
起
業
を
考
え
て
い
る
方
、

観
光
や
食
料
品
製
造
に
関
わ
る
業

者
を
対
象
と
し
て
研
修
を
行
い
、

雇
用
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

研
修
事
業
は
、
自
ら
投
資
し
て

起
業
す
る
場
、
生
産
グ
ル
ー
プ
が

新
た
な
雇
用
を
生
む
場
で
あ
り
、

企
業
組
合
な
ど
法
人
化
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
で

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
】

　

地
域
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
地
域
求
職
者
の
能
力
開
発
や
人

材
育
成
を
行
い
ま
す
。（
地
域
求

職
者
＋
在
職
者
）

○
地
域
求
職
者
に
対
す
る
研
修
、

　

体
験
講
習

○
事
業
主
に
対
す
る
相
談
等

【
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
】

“食育（食づくり）” “ツーリズム ”

○人材育成メニュー
・地域求職者に対する研修、体験講習
・事業主に対する相談等
○就職促進メニュー
・ハローワークとの連携
・Ｕ・Ｉターン合同就職セミナーの実施
○研究会（研修事業）

企業組合など法人化、新たな雇用

食育ツーリズム雇用創出大作戦

食
豊かな地域資源
からの産物

観光
産業遺跡や温泉
等を活用

竹田市経済活性化促進協議会 事務局
　郵便番号　878-0011
　住所　竹田市大字会々2027番地1
　　　　（おたまや公園内）
電話番号　62-2122
FAX 番号　62-3953
Ｅメール　taketa-p@wine.plala.or.jp

mailto:taketa-p@wine.plala.or.jp


3　2007年 11月発行

　

地
域
に
お
け
る
就
職
促
進
を
図

る
た
め
の
地
域
求
職
者
へ
の
情
報

提
供
や
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

○
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
合
同
就
職
セ
ミ

　

ナ
ー
の
実
施

【
研
究
会
（
研
修
事
業
）】

　

平
成
19
年
度
は
20
項
目
の
研
究

会
（
研
修
事
業
）
で
、
求
職
者
の

能
力
開
発
や
生
産
グ
ル
ー
プ
が
新

た
な
雇
用
を
生
む
場
づ
く
り
を
行

い
、
企
業
組
合
な
ど
法
人
化
を
目

指
し
ま
す
。

○
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
講
演
会

　

10
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

斉
藤
俊
幸
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
地
域
再
生
に
成

功
し
た
荒
尾
市
の
取
り
組
み
や
も

の
づ
く
り
の
手
法
な
ど
、
様
々
な

ヒ
ン
ト
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
１
月
中
旬
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
山
菜
加
工
研
究
会
講
習
会

　

こ
ご
み
や
ぜ
ん
ま
い
の
生
産
拡

大
に
取
り
組
む
山
菜
加
工
研
究
会

で
は
、
第
１
回
講
習
会
を
11
月
29

日
㈭
、
10
時
か
ら
久
住
総
合
支
所

に
て
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
11
月
９
日
㈮
か
ら
15

日
㈭
ま
で
の
一
週
間
、「
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
を
減

少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

  

重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
対
策
・
連
続
放
火
火
災

　

対
策
の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る

　

防
火
対
策
の
徹
底

　

竹
田
市
消
防
本
部
管
内
で
は

昨
年
５
名
、
今
年
も
住
宅
火
災

で
１
名
の
焼
死
者
が
出
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
竹
田
市
消
防

本
部
で
は
、
住
宅
防
火
対
策
を

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、

平
成
18
年
６
月
か
ら
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
早
期
設
置
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
独
居
老

人
宅
の
防
火
診
断
を
行
い
、
高

齢
者
が
火
災
で
犠
牲
と
な
ら
な

い
よ
う
呼
び
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
既

存
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。
早
め
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。
最
近
、
県
内
で
は
消

火
器
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

悪
質
な
訪
問
販
売
の
事
例
が
出

て
い
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な
と
き

は
消
防
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
火
を
取
扱
う
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
を
し
、
火
災
に
よ
る
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

竹
田
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

竹
田
市
消
防
団

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　 　『
火
は
見
て
る

　
　

   

あ
な
た
が
離
れ
る　
そ
の
時
を
』

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会

　

☎
62‒

２
１
２
２

　

℻
62‒

３
９
５
３

Ｅ
メ
ー
ルtaketa-p@wine.plala.or.jp新パッケージ事業説明会

平成19年度に取り組む研究会（研修）

  ツーリズム（観光）関連事業

・竹田直入温泉地づくり研究会
・観光ガイド・接客マナー研究会
・周遊観光研究会
・岡城魅力づくり研究会
・アーティスト養成（ステンドグラス）研究会
・アーティスト養成（城下町工芸品）研究会
・交流店舗拠点づくり研究会
・商家民泊研究会

  食育（食づくり）関連事業

・薬膳惣菜研究会
・名水料理研究会
・まちなかオーベルジュ研究会
※オーベルジュ…おいしい料理をゆっくり堪能
　できる宿泊施設付きのレストラン
・ジュース研究会
・ジャム・ソース研究会
・アレルギー対策用品製造研究会
・発酵商店街研究会
・どぶろく研究会
・ワイン・リキュール研究会
・野菜加工研究会
・山菜加工研究会
・農産加工開発研究会

mailto:taketa-p@wine.plala.or.jp
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ケーブルテレビ特集第7回

竹田市ｅ-むらづくり講演会
  体験!!竹田市ケーブルテレビ
　９月28日に ｢竹田市ｅ‐むらづくり講演会」を、28日と
29日に「体験 !! 竹田市ケーブルテレビ」を竹田市総合社会
福祉センターで開催しました。

 

竹
田
市
ｅ-

む
ら
づ
く
り
講
演
会

　

竹
田
市
ｅ‒

む
ら
づ
く
り
推
進

委
員
会
は
、
岐
阜
県
東
白
川
村
職

員
の
桂
川
憲
生
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
昭
和
一
ケ
タ
世
代
が
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
る
理
由
」
と
題
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
白
川
村
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
を
整
備
す
る
前
は
、
85
％

の
世
帯
が
テ
レ
ビ
難
視
聴
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る
た
め
と
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ど
の
世

帯
で
も
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
、
加
入
率
は
99
・
９
％
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
50
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

加
入
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
た

め
、
村
の
行
政
情
報
等
の
提
供
は

映
像
や
文
字
放
送
に
よ
り
行
い
、

広
報
誌
の
発
行
を
止
め
た
こ
と
や
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
回
線
を
利

用
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
に
よ
り
地
域
の

加
入
者
間
の
通
話
料
は
無
料
と
な

り
、
役
場
の
電
話
料
が
３
分
の
１

に
な
っ
た
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

自
主
放
送
番
組
で
は
、
地
域
の

伝
統
文
化
や
歴
史
を
取
り
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
へ
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
地
域
の
個
性
を

守
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
農
業
情
報
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
栽

培
技
術
や
病
害
虫
防
除
情
報
の
提

供
等
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
一
ケ

タ
世
代
の
高
齢
者
も
パ
ソ
コ
ン
を

始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
に

よ
り
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
解
消
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
整

備
や
運
営
に
多
額
の
財
源
が
必
要

と
な
る
が
、
様
々
な
面
か
ら
考
え

て
も
必
要
な
事
業
だ
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

講演をする桂川さん

体
験
!!
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ子どもたちも最新のパソコンを体感

健康管理システムで体調をチェック

　

体
験
会
で
は
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
体
感
、
最
新
の
パ
ソ
コ
ン

を
体
感
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

体
感
、
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
体
感
で

は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
に
無

い
市
民
の
方
か
ら
、
早
期
整
備
を

希
望
す
る
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
体
感
で
は
、

豊
の
国
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
大
分
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
繋
ぎ
ま
し
た
。
ア
ナ
ロ
グ
放
送

と
は
違
っ
て
、
鮮
明
な
画
像
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
在
宅
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多

く
の
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
機
器

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、自
宅
で
、血
圧
、脈
拍
、

体
脂
肪
率
等
を
計
測
し
、
デ
ー
タ

を
医
療
機
関
や
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
転
送
し
、
医
師
・
保
健

師
な
ど
が
見
て
健
康
管
理
の
指
導

な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
回
の
体
験
会
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
可
能
な
こ
と
を
実
際
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
サ
ー
ビ
ス

内
容
を
検
討
中
で
す
が
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
方
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１
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つ
れ
づ

 

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

⑦

竹
田
市
長

　
牧

　
　
剛

　尓

Der Friese spricht　フリース人が語る

「ドイツの飲酒文化」
　多くの日本人は、ドイツ人がいつもビールを飲んでいるイメージを抱いているようで
す。「日本人がお茶を飲むように、ドイツ人はビールを飲むんじゃないの？」と聞かれ
たことさえあって驚きました。
　統計によると、ドイツ人の飲料消費の大部分はコーヒーで、２番目はミネラルウォー
ター、３番目がビールです。「日本人がお茶を飲むように、ドイツ人はコーヒーを飲む」
ということになります。これからは、ジョッキでなく、コーヒーカップを持っている姿
をイメージして下さい。ところが、アルコール消費量は、ドイツは９番目で、日本は
53番目です。やはりドイツ人はお酒が好きで、ビールをたくさん飲むようです。
　ドイツのビールは、アルコール含有量によって４種類、使用した酵母によって３種類、更に材料や製法
によって 30種類以上に区分されます。中でも一番人気があるのは、苦味の効いたピルゼンビールです。
ドイツで典型的な酒場はクナイペといい、客がテーブルやカウンターを行き来しながらビールを楽しみま
す。大体ビールは瓶から直接飲みますが、ワインを飲む場合でも自分でグラスに注ぐのが普通です。しか
し、レストランや自宅でのディナー等では、ホストが客に、紳士が淑女に注ぐのが正しいマナーです。ド
イツでは、「ビールは酒宴、ワインは賞味または食事の完成のため」という見方があります。
皆さんも、地域によって異なる多種多様なビールやワインを味わってみてください。

「
縁
の
妙
」

　
函
館
市
は
、
札
幌
に
並
ぶ
北
海
道

の
雄
都
で
す
。
こ
の
街
の
建
設
に
尽

力
し
た
〝
函
館
四
天
王
〞
の
一
人
渡

邉
熊
四
郎
翁
が
、
竹
田
・
古
町
出
身

で
あ
る
こ
と
を
昨
年
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
カ
ボ
ス
や
サ
フ
ラ
ン
を

売
り
込
も
う
と
、
神
田
Ｊ
Ａ
大
分
み

ど
り
組
合
長
や
カ
ボ
ス
生
産
者
の

方
々
と
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
翁
の
没
後
１
０
０
年
で
も
あ
り
、

お
墓
参
り
も
し
て
き
ま
し
た
。

　
翁
は
７
歳
か
ら
奉
公
に
出
て
、
苦

労
の
末
、
函
館
に
渡
り
、
学
校
や
病

院
等
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
故
郷
へ
の
想
い
は
深
く
、
縁

を
築
き
た
か
っ
た
の
か
、
函
館
か
ら

竹
田
へ
お
嫁
に
来
た
方
も
い
ま
し
た
。

深
い
繋
が
り
を
感
じ
、
感
激
し
ま
し

た
。
ま
た
西
尾
函
館
市
長
か
ら
、
大

学
時
代
の
寮
の
友
人
が
竹
田
出
身
だ

っ
た
と
聞
き
、
偶
然
と
は
い
え
…
。

　
翁
の
創
建
し
た
森
屋
デ
パ
ー
ト
の

前
で
函
館
市
民
と
も
交
流
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
函
館
市
と
の
素
晴
ら

し
い
関
係
が
築
け
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。

 

函
館
四
天
王

　
明
治
初
期
か
ら
中
葉

に
か
け
て
函
館
経
済
界
の
重
鎮
と
し

て
活
躍
し
、
産
業
振
興
、
福
祉
事
業

や
都
市
づ
く
り
に
尽
力
し
た
渡
邉
熊

四
郎
、
今
井
市
右
衛
門
、
平
田
文
右

衛
門
、
平
塚
時
蔵
の
４
人
。

 

渡
邉
熊
四
郎
　
天
保
11
年
、
山
下
此

吉
の
子
と
し
て
竹
田
・
古
町
に
生
れ
る
。

　
薬
種
の
仲
買
を
し
、
長
崎
を
往
復

し
て
外
国
貿
易
に
従
事
、
薬
種
商
渡

邉
重
吉
の
養
子
と
な
り
、
名
を
熊
蔵

か
ら
熊
四
郎
と
改
め
る
。

　
北
海
道
の
海
産
物
売
り
さ
ば
き
を

依
頼
さ
れ
た
の
が
縁
で
函
館
に
渡
り
、

明
治
２
年
、洋
物
店
を
開
店
。
屋
号

を
森
屋
と
し
た
。
そ
の
後
、時
計
や
船

具
、倉
庫
等
10
数
店
の
店
舗
を
設
け
、

北
海
道
随
一
の
大
商
店
と
い
わ
れ
る

に
至
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、学
校
や
病

院
の
建
設
、公
園
や
水
道
施
設
の
整

備
等
の
事
業
に
も
私
財
を
投
じ
た
。

　
明
治
40
年
、
病
の
た
め
68
年
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

　
※
「
は
こ
だ
て
人
物
詩
」
よ
り

西尾函館市長を訪問

佐藤君（左）と野田君（右）

夢
は
大
き
く
九
州
・
全
国
へ

第
50
回
九
州
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

記
念
大
会

　
三
重
総
合
高
校
久
住
分
校
の
野
田

佑
磨
く
ん（
２
年
）が
第
50
回
九
州
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
記
念
大
会
（
熊

本
県
菊
池
市
）
の
意
見
発
表
・
食
料

の
部
に
出
場
し
、
優
秀
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。
野
田
君
は
「
来
年
は
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
て
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
和
牛

審
査
競
技
会

　
三
重
農
業
高
校
久
住
分
校
の
佐
藤

啓
史
く
ん
（
３
年
）
が
第
９
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
和
牛
審
査
競
技
会

大
分
県
予
選
・
高
校
生
の
部
で
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
佐
藤
君
は

「
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
成
果
を
発

揮
し
、頑
張
っ
て
き
ま
す
。」と
語
り
、

全
国
大
会
（
鳥
取
県
米
子
市
）
に
出

場
し
ま
し
た
。
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと331日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

　

第
62
回
国
民
体
育
大
会
（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）
が
９
月
29
日
㈯
か
ら
秋
田
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
分
県
か
ら
は
37
競
技
６
３
３

人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
競
技
で
健
闘
地
元
選
手

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
秋
田
わ
か
杉
国
体
〜

　

竹
田
市
か
ら
は
、
８
競
技
に
15
人
の

監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
が
出
場
し
ま
し

た
。
弓
道
少
年
男
子
に
出
場
の
橘
俊
樹

選
手
（
竹
田
高
）
が
団
体
で
優
勝
、
山

岳
成
年
男
子
で
は
野
仲
勝
彦
選
手
（
聖

晃
産
業
）
が
縦
走
競
技
で
個
人
３
位
の

成
績
を
収
め
、
団
体
８
位
入
賞
に
貢

献
し
ま
し
た
。
団
体
４
位
入
賞
の
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
成
年
女
子
で
は
和
田
綾

佳
選
手
（
近
畿
大
）
が
出
場
、
山
岳

成
年
女
子
は
後
藤
信
子
監
督
（
竹
田

保
育
所
）
の
指
導
の
も
と
６
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
13
日
㈯
か
ら
開
幕
し

た
第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）
に
、
渡わ

た
な
べ邉

慧り
ょ
う

選
手
（
竹
田
南
高
）
が
水
泳
で

２
種
目
出
場
し
、
２
種
目
と
も
２
位

に
な
り
ま
し
た
。

縦走・個人 3位入賞を牧剛尓市長に報告する山岳成年男子・野仲勝彦選手

山岳クライミング競技の様子
五十嵐純選手（少年女子・竹田高）

おもてなしの心いっぱい
～ in 秋田～

　秋田国体の様子を、山岳少年女子チーム、
成年女子監督の後藤信子さん、ソフト成年
女子スタッフの高野千春さん（竹田高講師）
にレポートしていただきました。

★
宿
舎
に
入
っ
た
の
が
夜
遅
く
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
温
か
い
お
も
て
な
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
で
取
れ
た

「
マ
イ
タ
ケ
」
や
「
ブ
ナ
シ
メ
ジ
」
な
ど

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
鍋
料
理
や
、「
あ

き
た
こ
ま
ち
」
の
お
土
産
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
心
遣
い
が
競
技
の
疲
れ
を
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
（
後
藤
信
子
さ
ん
）

★
宿
舎
付
近
は
静
か

で
予
想
以
上
に
寒
か

っ
た
の
で
す
が
、
現

地
の
方
の
親
切
さ
に

温
も
り
を
感
じ
、
心

は
ぽ
か
ぽ
か
で
し
た
。

会
場
は
、
た
く
さ
ん

の
観
客
と
大
き
な
声

援
で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

 

（
山
岳
少
年
女
子
チ
ー
ム
）

縦走競技・スタート直後の様子
たくさんの方が応援をしています。

地元の方の手作りの応援

3競技・4種別で入賞!!

加
来
慶
祐
さ
ん
・
後
藤
信
子
さ
ん
・
高
野
千
春
さ
ん
か
ら
画
像
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鍋料理にご満悦（ソフト少年女子）

★
宿
舎
の

方
々
が
日
程

に
合
わ
せ
た

対
応
を
し
て

く
だ
さ
っ
た

の
で
、
不
便

を
感
じ
る
こ

と
な
く
競
技

に
集
中
で
き

ま
し
た
。
会

場
内
は
ス
タ

ッ
フ
の
対
応
や
誘
導
も
ス
ム
ー
ズ
で
、地
元

の
応
援
団
や
「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
の
無
料

配
布
な
ど
で
非
常
に
賑
や
か
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
口
に
あ
っ
た
垂
れ
幕
の

裏
に
「
来
年
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
お
お
い
た

国
体
、
竹
田
市
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
言
葉
と
め
じ

ろ
ん
が
書
か
れ
て
い

て
、
開
催
市
の
心
意

気
に
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。

　
　
（
高
野
千
春
さ
ん
）

mailto:kokusui@city.taketa.lg.jp
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日
時
：
12
月
１
日　

予　

選

　
　
　
　
　

２
日　

準
決
勝

　
　
　
　
　
　
　
　

決　

勝

場
所
：
竹
田
高
等
学
校
修
道
会
館

10
時
か
ら
競
技
開
始
！

めじろんが行く！
　～スポーツの秋・
　　　　　祭りの秋～

●白丹保育所運動会

●柏原保育所運動会

●荻保育所運動会

●第37回久住高原祭り

な
お
い
り
保
育
園
の
運
動
会
に
め
じ
ろ
ん

も
参
加
し
ま
し
た
。

行事やイベントなどに
「めじろん」を呼びませんか？
　市実行委員会では、「めじろん」の着
ぐるみやめじろんダンスのCDなど、国
体啓発アイテムを貸し出しております。
イベントなどで是非ご活用ください。
　時期によっては希望が多数の場合もあ
りますので、お申し込みはお早めにお願
いします。お問い合せは国体推進室まで。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
開
催
！

昨
年
、
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
の
様
子

　

こ
の
大
会
は
、
来
年
、
海
外
で

開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

出
場
権
を
か
け
た
選
考
会
の
一
つ

で
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
の
競
技

者
で
も
ト
ッ
プ
を
争
う
選
手
が
多

数
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
男
子
が
村
岡
達
哉
選

手
が
、
女
子
は
野
口
啓
代
選
手
が

優
勝
し
ま
し
た
。
野
口
選
手
は
、

一
昨
年
も
優
勝
し
て
お
り
、
３
連

覇
の
期
待
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
で
は
松
島
暁
人
選
手
、
尾

川
智
子
選
手
、
萩
原
亜
咲
選
手
と

い
っ
た
実
力
選
手
が
ズ
ラ
リ
と
そ

ろ
い
ま
す
。

　

知
力
、
体
力
、
技
術
を
駆
使
し

た
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い

登
り
を
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

㈳日本山岳協会提供

荻の子どもたちも
　元気いっぱい !!
めじろんも
　元気いっぱい !!

小雨が降る中、
久住の子どもたち
が元気よく踊りま
した。●

竹
田
養
護
学
校

　
　
　

な
か
よ
し
ま
つ
り

お昼に突然やってきためじろんに、
会場は騒然となりました。

と
み
ぃ
の
部
屋

　

よ
う
や
く
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
も
終
わ

り
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
国
体
推
進

室
。
８
、９
月
は
職
場
が
半
分
倉
庫
と
化
し

て
い
ま
し
た
が
、
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
荷

物
が
減
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
職
員
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
が
つ
く
と
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
黄
色
く

色
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
紅
葉
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
ね
。
め
じ
ろ
ん
は
ま
だ
ま
だ

忙
し
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
と
み
ぃ
）
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南　部
小学校

都　野
保育所

 

地
域
に
支
え
ら
れ
て

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
と
交
わ

す
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

大
き
な
声
で
始
ま
る
一
日
。
新
校

舎
に
な
っ
て
３
年
目
。
今
年
は
プ

ー
ル
が
完
成
し
、
賑
や
か
な
夏
に

な
っ
た
。

　

南
部
小
学
校
に
は
二
つ
の
特
徴

的
な
行
事
が
あ
る
。
今
年
で
42
回

目
に
な
る「
ほ
た
る
贈
り
」。
子
ど

も
た
ち
が
、
環
境
問
題
を
考
え
な

が
ら
捕
ま
え
た
蛍
の
光
で
、
国
立

別
府
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
た

く
さ
ん
の
人
々
を
勇
気
づ
け
た
。

　

も
う
一
つ
は「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」。
地
域
の
自
然
や
人
々
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
、
地
域
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
に
育
つ
よ
う
、
地

域
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
支

え
て
い
る
。ま
た
、県
立
養
護
学
校

と
の
交
流
も
毎
年
続
け
て
い
る
。

　

今
年
は
英
語
活
動
の
指
定
を
受

け
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

優
し
く
、
素
直
な
子
ど
も
た
ち
に

「
ボ
ー
イ
ズ
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」

の
言
葉
を
心
か
ら
贈
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
田
北
敏
彦
）

 

自
然
の
中
で
の
び
の
び
と

　
心
を
育
て
る
保
育
を
大
切
に

　

市
指
定
史
跡
の
千
人
塚
が
園

庭
内
に
あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
都
野
保
育
所
で
す
。

　

春
は
た
け
の
こ
・
野
い
ち
ご
と

り
、
夏
は
水
遊
び
や
ク
ワ
ガ
タ
・

セ
ミ
と
り
、
秋
は
ド
ン
グ
リ
拾
い

や
芋
ほ
り
、
冬
は
雪
遊
び
等
、
四

季
折
々
の
自
然
に
ふ
れ
、
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
散
歩
が
大
好
き

で
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
た
く

ま
し
い
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
異
な
る
年
齢
の
子
ど

も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
思

い
や
り
の
気
持
ち
も
育
っ
て
い
ま

す
。

　

挨
拶
・
食
の
大
切
さ
を
伝
え
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
や
子

ど
も
の
自
主
性
・
意
欲
を
育
て
る

保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
都
野
地
区
の
敬
老
会
参
加
・

施
設
訪
問
な
ど
、
地
域
の
方
々
と

も
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
し
た
保
育
所
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。  （
岩
下
久
美
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

イ
モ
掘
り
体
験

　

直
入
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
」
の
親
子
30

人
が
、
直
入
町
南
部
地
域
を
考
え

る
会
（
大
塚
惟
敬
会
長
57
世
帯
）

の
畑
で
イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も

楽
し
そ
う
に
、
土
の
中
か
ら
大
き

な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
探
し
、
一
生
懸

命
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

いっぱいとれたよ

動
物
の
図
書
を
寄
贈

　

大
分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部

（
工
藤
真
一
支
部
長
30
名
）
が
、
市

内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
に
動
物
の

図
書
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

動
物
、
命
の
尊
さ
と
獣
医
師
の

仕
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、

今
年
で
３
回
目
。

　

工
藤
支
部
長
は
、「
野
生
動
物

鎌田教育長に目録を手渡す工藤支部長（左）

優
良
公
民
館
表
彰

　

地
域
住
民
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
養
成
・
登
録
し
、
公
民
館
の

利
用
促
進
と
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
久
住
中
央
公
民
館
が
、
事

業
内
容
・
方
法
等
に
工
夫
を
こ
ら

し
、
地
域
住
民
の
学
習
活
動
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
、
第

60
回
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
〝
協
育
〞

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
親
し
み
の

持
て
る
施
設
と
し
て
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

の
危
険
性
に
つ
い
て
も
知
っ
て
欲

し
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

表彰状を手にする麻生館長
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㉖

　
翁
は
明
治
17
年
１
月
、
熊

本
県
阿
蘇
郡
産
山
村
に
生
ま

れ
、幼
少
時
に
荻
村
藤
渡
、
佐

藤
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

　
家
業
の
農
林
業
に
携
わ
り

な
が
ら
、
柏
原
・
荻
耕
地
整

理
組
合
の
役
職
を
長
い
間
さ

れ
、
組
合
の
安
定
発
展
の
た

め
に
尽
力
。
荻
村
消
防
組
頭
、

荻
村
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

荻
村
長
等
を
歴
任
し
、
地
方

行
政
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
分
地
方
森
林
会

議
議
員
、
荻
森
林
組
合
長
等
、

森
林
関
係
の
要
職
に
も
就
任

し
、
造
林
の
推
進
、
林
業
の

発
展
の
た
め
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
翁
の
お
孫
さ
ん
（
日
出
町

在
住
）
は
、「
祖
父
に
連
れ

ら
れ
て
山
に
イ
チ
ゴ
採
り
に

行
っ
た
り
、
苗
作
り
に
杉
の

挿
木
を
手
伝
っ
た
り
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
こ
と

等
よ
く
話
し
、
明
る
く
、
優

し
い
祖
父
で
し
た
。」
と
思
い

出
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地方行政と林業の振興・佐藤利
り

平
へい

次
じ

翁
　
昭
和
18
年
10
月
、
日
本
飛

行
協
会
大
分
県
支
部
荻
グ
ラ

イ
ダ
ー
滑
空
訓
練
所
が
、
青

年
学
校
（
現
在
の
緑
ヶ
丘
中

学
校
敷
地
）
に
併
設
さ
れ
、

２
機
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。
県
下
各
地
か

ら
青
年
が
選
ば
れ
、
入
所
し
、

訓
練
を
受
け
ま
し
た
が
、
当

時
の
荻
村
長
が
翁
で
し
た
。

　
昭
和
48
年
１
月
、
翁
は
89

歳
で
逝せ

い
き
ょ去
。
生
前
の
昭
和
43

年
４
月
に
叙
勲
を
受
章
さ
れ

た
の
を
機
に
、
翁
の
功
績
を

讃た
た

え
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
校
門

か
ら
東
の
道
路
傍か

た
わ

ら
に
胸
像

が
建

こ
ん
り
ゅ
う立

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
翁
頌し

ょ
う
と
く
め
い

徳
銘
・
荻
町
史
よ
り

　
　
　
　
　
　（
本
田
照
昭
）

　
今
Ｔ
Ａ
Ｏ‒

１
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ベ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー
の
真
最
中
。
今

回
は
、
７
月
に
九
州
で
発
表
し
た

新
作
舞
台
「
打
〜
DA
〜
」
の
公
演

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
舞
台
は
仕

込
み
が
大
掛
か
り
で
、
通
常
４
時

間
を
要
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

オ
ラ
ン
ダ
ツ
ア
ー
で
許
さ
れ
る
仕

込
み
時
間
は
、
な
ん
と
半
分
の
２

時
間
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
が
、

初
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
も
満
足
に
出

来
ず
幕
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。

　
何
度
も
作
戦
を
立
て
挑
戦
す
る

も
の
の
う
ま
く
い
か
ず
、
一
度
は

作
品
の
変
更
を
考
え
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
沢
山
の
時
間

と
情
熱
を
注
い
で
作
っ
た
新
作
舞

台
。
メ
ン
バ
ー
全
員
諦
め
る
こ
と

が
出
来
ず
、
時
間
と
戦
う
日
々
を

重
ね
た
。
そ
ん
な
私
達
の
思
い
を

達
成
出
来
た
の
は
、
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
助
け
だ
っ
た
。

　
本
来
個
人
主
義
の
欧
州
人
が
、

職
種
を
超
え
て
力
を
合
わ
せ
る
。

そ
の
光
景
に
感
動
し
、
戸
惑
う
僕

に
「
ア
ト
、ゴ
フ
ン
シ
カ
ナ
イ
ゾ
」

と
促
す
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
。

　
一
生
懸
命
で
諦
め
な
い
気
持
ち

に
、
国
を
超
え
、
習
慣
を
超
え
、

皆
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い

く
…
。

　
熱
く
真
直
ぐ
な
仲
間
と
ス
タ
ッ

フ
に
囲
ま
れ
て
、
皆
で
作
り
上
げ

た
舞
台
に
立
ち
、
魂
に
響
く
一
打

を
、
世
界
中
に
轟
か
せ
た
い
。

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
岸
野
央
明
）

ちょっと
　よりみち

第26回

佐藤利平次翁胸像

「国境を超え、困難の壁を超え、深まる絆」

　
長
す
ぎ
る
残
暑
も
終
わ
り
、
そ

ろ
そ
ろ
朝
晩
も
冷
こ
ん
で
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
水
稲
に
ウ
ン
カ
の
被

害
が
発
生
し
、
急
い
で
稲
刈
り
を

す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、〝
掛
干
し
〞
の
姿
を
見

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
営
農

が
進
み
、
大
型
の
機
械
で
刈
り
取

り
、
そ
の
ま
ま
乾
燥
調
整
施
設
へ
。

機
械
化
が
進
ん
だ
分〝
田
園
風
景
〞

は
殺
風
景
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
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まちの話題
久
住
高
原
で
豊
後
牛
に
舌
鼓

　

第
37
回
久
住
高
原
祭
り
・
第
６

回
牛
肉
祭
り
が
、
９
月
30
日
㈰
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
多
く
の
人
が
訪

れ
、
家
族
で
豊
後
牛
の
焼
肉
を
食

べ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
産
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
も
行

わ
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

総会の様子

ご家族と一緒の𠮷岡さん

市役所を訪れた一行 「これ食べられる？」

志賀さんと大きく育ったかぼちゃ

能「羽衣」の一幕

霧と煙の中で焼肉記念式典

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ

　

第
７
回
荻
愛
育
班
ジ
ャ
ン
ボ
か

ぼ
ち
ゃ
大
会
が
、
10
月
５
日
㈮
、

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
２
１
１
個
が
出
品
さ

れ
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
賞
に
は
、

志
賀
和
生
さ
ん
（
久
住
・
白
丹
町
）

が
「
自
然
の
ま
ま
育
て
た
」
75
・

５
㎏
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

ド
イ
ツ
か
ら
の
お
客
様

　

海
外
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
て
い
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
フ
ォ
ー
ス
事
業
に
、
ド
イ
ツ
北

西
部
の
ヘ
ル
ネ
市
か
ら
25
人
が
、

１
週
間
の
日
程
で
訪
れ
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
㈭
に
市
役
所
を
訪
れ

た
一
行
は
、
牧
市
長
と
環
境
問
題

等
に
つ
い
て
歓
談
し
ま
し
た
。

早
期
完
成
を
目
指
し
て

　

大
分
と
熊
本
を
結
ぶ
道
路
の
早

期
完
成
を
目
指
す
中
九
州
・
地
域

高
規
格
道
路
促
進
期
成
会
の
総
会

が
、
10
月
４
日
㈭
、
国
民
宿
舎
久

住
高
原
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
・
熊
本
両
県
か
ら
関
係
者

が
集
ま
り
、
新
年
度
の
計
画
等
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

　

市
で
は
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お
祝
い
を

述
べ
、
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

８
月
以
降
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た

の
は
、
神
志
那
敏
雄
さ
ん
（
７
月

30
日
／
竹
田
・
悠
々
居
）、
𠮷
岡

ミ
キ
さ
ん
（
10
月
12
日
／
久
住
・

久
住
荘
）
で
す
。

竹
田
高
校　
創
立
１
１
０
周
年

　

竹
田
高
校
は
、
今
年
で
創
立

１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
㈮
に
は
、
同
校
で
記

念
式
典
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
同
窓
会

総
会
等
が
行
わ
れ
、
多
く
の
卒
業

生
も
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
事
業
と
し
て
、
空
調

設
備
の
設
置
や
記
念
誌
の
発
行
、

招
待
試
合
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
日
月
と
炎
と
能
と

　

10
月
６
日
㈯
、
第
24
回
竹
田
薪

能
が
、
竹
田
・
挟
田
に
あ
る
三
日

月
岩
前
の
稲
葉
川
に
特
設
さ
れ
た

水
上
舞
台
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
、
岩
に
刻
ま
れ
た
三
日

月
を
眺
め
、
炎
に
照
ら
さ
れ
た
舞

台
で
舞
わ
れ
る
能
や
狂
言
等
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

第
１
位
は
中
川
恵
美
里
さ
ん

　

10
月
19
日
㈮
か
ら
21
日
㈰
に
か

け
て
、
第
61
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
、
竹
田
市
文
化
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

史
上
最
多
の
32
校
が
出
場
し
た

今
大
会
は
、中
川
恵
美
里
さ
ん
（
熊

本
県
ル
ー
テ
ル
学
院
高
２
年
）
が

第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

第１位の中川恵美里さん80 万人目の桑島さん（右）

志賀さん夫妻とふじふく号

花
水
月　

入
館
80
万
人
突
破

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
は
、
平

成
13
年
11
月
の
開
館
以
来
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

10
月
19
日
㈮
、お
か
げ
さ
ま
で
入
館

者
80
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

　

80
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
桑
島

輝
茂
さ
ん
（
竹
田
・
下
本
町
）
が

く
す
玉
を
割
り
、
桑
島
さ
ん
と
前

後
の
入
館
者
の
方
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

画
聖「
田
能
村
竹
田
」先
生
を

し
の
ぶ
美
術
祭　

審
査
終
わ
る

　

第
59
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」

先
生
を
し
の
ぶ
美
術
祭
に
は
、
小

中
学
生
、
高
校
生
、
養
護
学
校
、

聾
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
・

書
写
合
わ
せ
て
６
千
点

を
超
え
る
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
10
月
10

日
㈬
に
竹
田
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
審
査
が
行
わ

受賞した橘くん

飛び込んで打ち合う

文部科学大臣奨励賞
　重岡美有さん（国東市立安岐中３年）

竹
田
市
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
秋
田

で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
国
民
体
育

大
会
弓
道
競
技
（
少
年
男
子
団

体
近
的
）
で
優
勝
し
た
橘
俊
樹
君

（
荻
・
新
藤
、
竹
田
高
２
年
）
に
、

10
月
24
日
㈬
竹
田
市
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
が
授
与
さ
れ
、
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

好
記
録
が
続
出

　

平
成
19
年
度
豊
肥
地
区
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
が
、
10
月
14
日
㈰
、

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
・
豊
後
大
野
両
市
の
小
中

学
生
、
高
校
生
が
多
く
参
加
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
多
く

の
大
会
新
記
録
が
出
ま
し
た
。

竹
刀
と
心
を
ぶ
つ
け
合
う

　

10
月
７
日
㈰
、
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
第
16
回
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪
直
入
少
年

剣
道
大
会
お
よ
び
第
44
直
入
町
少

年
剣
道
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

豊
後
大
野
市
か
ら
も
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
団
体
戦
で
は
都
野
Ａ
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

５
区
で
首
席
を
獲
得

　

10
月
20
日
㈯
、
別
府
公
園
（
別

府
市
）
で
行
わ
れ
た
第
68
回
大
分

県
畜
産
共
進
会
肉
用
牛
の
部
で
竹

田
市
か
ら
出
品
し
た
牛
が
、
全
６

句
の
う
ち
５
区
で
首
席
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
志
賀
鶴
美
さ
ん
（
久
住
・

寺
原
）
の
ふ
じ
ふ
く
号
が
九
州
農

政
局
長
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

小学生女子 100m

れ
ま
し
た
。

　

美
術
祭
は
、
１
日
㈭
か
ら
４
日

㈰
に
か
け
て
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
見

に
き
て
く
だ
さ
い
。

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

　

樋
口
友
紀
さ
ん
（
日
出
町
立
豊
岡
小
６
年
）
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

保健だより

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　

正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う
！

　

竹
田
市
で
は
健
康
づ
く
り
計
画

と
し
て
「
安
心
・
や
す
ら
ぎ
・
さ

さ
え
あ
い
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

各
種
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
中
で

も
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
は
生
活

習
慣
の
改
善
項
目
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
な
ぜ
悪
い
？

　
　
　
　
　
　

た
ば
こ
は
、
ニ
コ

　
　
　
　
　

チ
ン
、
タ
ー
ル
な
ど

　
　
　
　
　

多
く
の
有
害
物
質
を

含
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
に
あ

る
ガ
ン
も
、
た
ば
こ
と
深
い
関
係

に
あ
り
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で

ガ
ン
に
な
る
危
険
度
は
上
昇
し
ま

す
。
ま
た
、
心
疾
患
や
ク
モ
膜
下

出
血
と
い
っ
た
病
気
、
早
産
や
低

出
生
体
重
児
な
ど
妊
娠
異
常
に
も

喫
煙
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
が
歯
周
病
の
原
因
の
１
つ

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
喫
煙
の

害
は
自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人

を
も
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で

す
。
た
ば
こ
の
先
か
ら
漂
う
煙
に

は
、
喫
煙
者
本
人
が
吸
う
煙
よ
り

50
倍
以
上
の
濃
度
の
発
ガ
ン
物
質

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

た
ば
こ
を
選
ぶ
か
、
健
康
を
選
ぶ

か
。
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
た
め
に
も
、
賢
い
選
択
を

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

禁
煙
で
危
険
度
は
減
り
ま
す

　

た
ば
こ
を
吸
え
ば
吸
う
ほ
ど
、

危
険
度
は
上
昇
し
ま
す
が
、
た
ば

こ
を
や
め
た
瞬
間
か
ら
、
そ
の
危

険
度
は
確
実
に
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
た
ば
こ
の
害
は
、
短
期
間
で

一
掃
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
禁
煙
年
数
が
10
年
以
上
に

な
る
と
、
危
険
度
は
急
激
に
低
下

し
ま
す
。

　

禁
煙
の
方
法
と
し
て
は
ニ
コ
チ

ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
、
禁

煙
外
来
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。　

　

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

禁
煙
を
真
剣
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
飲
酒
と

　

飲
み
す
ぎ
の
ち
が
い
は
？

　
「
百
薬
の
長
」
と
も
い
わ
れ
る

ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
飲
み
過
ぎ

は
健
康
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り

ま
す
。

  

適
量
な
ら
ば

・
精
神
的
リ
ラ
ッ
ク
ス

・
疲
労
回
復

・
食
欲
増
進

・
血
液
循
環
を
よ
く
す
る　

 

な
ど

  

飲
み
す
ぎ
る
と

・
肝
機
能
の
障
害

・
胃
炎
、
胃
か
い
よ
う
な
ど
の
消

　

化
器
系
の
障
害

・
生
活
習
慣
病
の
助
長

・
脳
の
障
害　
　
　
　
　
　

 

な
ど

　

定
期
的
な
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
、
ア
ル
コ

ー
ル
と
上
手
に
付
き

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

適
量
を
楽
し
く

　

上
手
に
飲
み
ま
し
ょ
う

お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

・
適
量
で
き
り
あ
げ
る

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
飲
む

・
人
に
強
制
し
な
い

・
食
べ
な
が
ら
飲
む

・
週
２
日
の
休
肝
日
を
と
る

・
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む

・
一
気
飲
み
は
し
な
い

・
薬
と
い
っ
し
ょ
に
飲
ま
な
い

・
定
期
健
診
を
受
け
る

  

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

期
間　

平
成
19
年
11
月
１
日
㈭
〜

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭

対
象
者　

竹
田
市
民
で
65
歳
以
上

ま
た
は
60
歳
か
ら
64
歳
の
方
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
で
日
常
生
活
行
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が

い
（
前
記
内
臓
疾
患
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
一
級
程
度
）
を
有
す

る
方
。

料
金　

接
種
料
金
３
、０
０
０
円

の
う
ち
、
自
己
負
担
金
と
し
て

１
、０
０
０
円
を
医
療
機
関
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方

は
、
福
祉
事
務
所
が
発
行
す
る
証

明
書
を
医
療
機
関
窓
口
で
提
示
す

れ
ば
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
は
契
約
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
で
す
。
希
望
す
る
医
療
機

関
に
事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
接
種
さ
れ
る
際
は
、
保

険
証
、健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）、

ま
た
は
お
薬
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
０
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今
月
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

の
公
表
制
度
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。

  

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
と
は

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の

情
報
を
、
共
通
し
た
項
目
で
広
く

公
表
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
が
サ

ー
ビ
ス
内
容
を
比
較
・
検
討
で
き

る
環
境
を
作
り
、
希
望
に
合
っ
た

事
業
所
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
適

切
に
選
択
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
全
て
の
事
業
所
に

公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
改
善
し
、
利
用
者
に
選
ば
れ
る

た
め
、
自
助
努
力
を
行
う
こ
と
も

併
せ
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

公
表
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

【
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
】

・
訪
問
介
護

・
訪
問
入
浴
介
護

・
訪
問
看
護

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

【
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
】

・
通
所
介
護 

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

【
そ
の
他
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

・
福
祉
用
具
貸
与

・
居
宅
介
護
支
援

【
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
】

・
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

  

公
表
さ
れ
る
情
報

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
年

１
回
程
度
、
自
ら
が
提
供
し
て
い

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
内
容
を

指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
に
報
告

し
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
は
、「
基

本
情
報
」（
職
員
体
制
、
利
用
料

金
等
の
基
本
的
な
事
実
情
報
）
と

「
調
査
情
報
」（
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
記

録
の
有
無
等
、
調
査
を
要
す
る
情

報
）に
分
か
れ
ま
す
。「
調
査
情
報
」

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
指
定
を
受

け
た
調
査
機
関
に
よ
る
調
査
を
経

て
公
表
さ
れ
ま
す
。

  
情
報
の
活
用
方
法

　

県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
に

つ
い
て
は
、「
大
分
県
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
」（http://

ap.oita-kaigo.jp/kaigosip/Top.
do

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
サ
ー
ビ
ス

種
別
、
所
在
地
別
、
名
称
別
に
事

業
所
を
検
索
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
一
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

に
つ
い
て
、
３
事
業
所
ま
で
並
べ

て
比
較
・
検
討
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
よ
り
自
分
に
適

し
た
事
業
所
を
探
し
出
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
環
境
の

な
い
方
は
、
公
表
結
果
の
郵
送
等

の
対
応
が
可
能
で
す
。
大
分
県
介

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‒

５
５
８‒

０
３
０
５
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

４
８
０
９

  

介
護
認
定
調
査
員
募
集

　

介
護
保
険
係
で
は
、
介
護
認

定
調
査
を
行
う
「
調
査
員
」
１

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
仕
事

の
内
容
は
、
要
介
護
申
請
に
基

づ
き
、
市
内
の
高
齢
者
の
自
宅

や
入
院
先
を
訪
問
し
、
認
定
調

査
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月の食育レシピ
　〈材料〉４人分
ヤーコン　　　　80 ｇ　
ちりめんじゃこ　8ｇ
人参　　　　　　20 ｇ
細切りこんぶ　　4ｇ
白ごま　　　　　小さじ 2
酒　　　　　　　小さじ 1
みりん　　　　  小さじ 2/3
砂糖　　　　　　小さじ 1
しょうゆ　　　   小さじ 2/3

1． ヤーコンと人参は皮をむいて千切りに
　する。ヤーコンは色が変わるので、水
　につけておく。
2．細切りこんぶは水で戻しておく。
3．フライパンにサラダ油を熱し、ちり
　めんじゃこで香りを出し、その他の材
　料も一緒に炒める。
4．調味料を加え、炒りつける。
5．煎っておいたゴマを混ぜてつぎ分ける。

 今月の食材　 ヤーコン
　長寿の方が多い中南米アンデス高地原産のキク科の根菜。インカ帝国の昔から、果物のような芋として親し
まれていたそうです。豊富に含まれるフラクトオリゴ糖による整腸作用や、作用メカニズム未解明の血糖値抑
制効果などの健康に対する効果が注目されています。食物繊維が多く、低カロリーなのも魅力的です。時間の
経過とともにフラクトオリゴ糖は糖分に変化していきますので、甘みは増しますが、健康への効果を期待する
なら収穫後早めの時期に食べましょう。「久住ではヤーコンを育てている人がいるので、生産者に発育状況を
聞きながら、11月から４月の間、給食に登場します。サラダや酢の物に入れるとシャキシャキ感が楽しめる
ほか、カレーに入れてもおいしいですよ。」（久住地域　渕栄養士）

ヤーコン炒め

http://ap.oita-kaigo.jp/kaigosip/Top.do
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法
務
大
臣
感
謝
状

　

４
期
12
年
に
渡
り
、
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
た
森
武
士
さ
ん
（
竹

田
・
米
納
）
が
、
９
月
30
日
㈰
に

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
長
年
の
功
績
に
対
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
森
さ
ん
は
「
多
く
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
、
大
過
な
く
委

員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
退
任
し
ま
す
が
、
今
後
も
人

権
擁
護
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

 
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

10
月
７
日
㈰
に
第
18
回
豊
の
国

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
交
流
大
会
が
大

分
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
も
多
く
の
選
手
が

参
加
し
、
卓
球
女
子
競
技
に
出
場

し
た
児
玉
瑛
子
さ
ん（
竹
田
・
下
町
）

が
最
高
齢
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

３
位　

竹
田
市
久
住
町
チ
ー
ム

弓
道

　

個
人
５
位　

首
藤
紘
一
郎
さ
ん

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
団
体

　

準
優
勝　

竹
田
市
チ
ー
ム

感謝状を贈られた森さん（左は森杉法務局竹田支局長）

・
個
人
（
中
学
〜
19
歳
）

　

優
勝　

山
口
健
史
さ
ん

　

準
優
勝　

後
藤
章
文
さ
ん

・
個
人
（
60
歳
以
上
）

　

３
位　

上
田
健
一
さ
ん

マ
ラ
ソ
ン

・
一
般
男
子
（
40
〜
49
歳
）

　

準
優
勝　

堀
勇
進
さ
ん

・
一
般
男
子
（
50
〜
59
歳
）

　

４
位　

工
藤
英
信
さ
ん

・
高
齢
者
男
子
（
60
〜
69
歳
）

　

３
位　

森
仁
市
さ
ん

・
高
齢
者
男
子
（
70
歳
以
上
）

　

５
位　

田
代
耕
一
郎
さ
ん

 

第
41
回
全
日
本
社
会
人

 

卓
球
選
手
権
大
会
出
場

　

９
日
㈮
か
ら
開
か
れ
る
第
41
回

全
日
本
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会

（
埼
玉
県
越
谷
市
）
に
、
大
分
県

予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
３
名
が
出

場
し
ま
す
。
大
会
で
の
健
闘
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

女
子
30
歳
代
の
部

　

佐
藤
典
子
さ
ん
（
竹
田
・
拝
田
原
）

男
子
65
〜
70
歳
の
部

　

井
上
巌
さ
ん
（
竹
田
・
上
飛
田
）

男
子
70
〜
75
歳
の
部

　

吉
岡
誠
士
さ
ん
（
竹
田
・
上
平
）

 

竹
楽
竹
加
工
作
業
安
全
祈
願
祭

　

た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」
が
16

日
㈮
か
ら
開
か
れ
る
の
を
前
に
、

10
月
５
日
㈮
、
竹
加
工
作
業
の
安

全
祈
願
祭
が
竹
楽
作
業
所
（
竹
田
・

泉
水
）
で
行
わ
れ
、
約
２
万
本
の

竹
灯
籠
を
加
工
す
る
作
業
の
安
全

と「
竹
楽
」の
成
功
を
祈
り
ま
し
た
。

　
「
竹
楽
」
に
つ
い
て
は
竹
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

 

岡
城　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

紅
葉
の
名
所
で
も
あ
る
岡
城
の
石

垣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
㈯
、
九
州
電
力
㈱
お

よ
び
関
連
企
業
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
、
大
手
門
周
辺
の
石
垣
の
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
㈫
に
は
、
竹
田
市
消
防
本

部
の
職
員
に
よ
り
、
本
丸
周
辺
の

清
掃
が
行
わ
れ
、
草
に
覆
わ
れ
て

い
た
石
垣
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

最
高
齢
者
賞
を
受
賞
し
た
児
玉
さ
ん

右から吉岡さん、佐藤さん、井上さん

玉ぐしを捧げる都築観光協会副会長

ロープで石垣にぶら下がるはしごを使って作業

http://www.city.taketa.oita.jp/


図書館
から

お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

竹田市の人口
（平成 19年 9月 30日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,789 人　 （－ 16人）
　男性　12,515 人　 （±   0 人）
　女性　14,274 人　 （－ 16人）
世帯数　10,699 世帯（＋4世帯）

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

11月の

〔一般の本〕
・博士の本棚　　　　　　　　　　　　  小川　洋子
・ホームレス中学生　　　　　　　　　　  田村　裕
・清
ちゅ

らに生きる̶伊都子のことば̶　  岡部　伊都子
・映画篇　　　　　　　　　　　　　　  金城　一紀
・純愛小説　　　　　　　　　　　　　  篠田　節子
〔子どもの本〕
・ねこまた妖怪伝２　　　　　　　　　  藤野　恵美
・よーいどんで名探偵　　　　　　　　　  杉山　亮
・しずくちゃん９　　　　　　　　　  ぎぼ　りつこ
・とんかちぼうや　　　　　　　　  いとう　ひろし
・はたらきもののなまけもの　　  さいとう　ひろし
　　　　　　　　　　 ほか 60冊ほど購入しました。

竹田市立図書館の休館日
は、5日 ㈪・12日 ㈪・19
日㈪・23日㈮・
26日㈪です。

　「おはなし広場」
日時　11月 14日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

青い鳥
　  　重松　清　新潮社
　ひとりぼっちのあな
たへ。じんわりと心に
残るお話です。誰かが
そばについているんだ
という温かいメッセー
ジが伝わるこの一冊を
ぜひどうぞ…。

別府の忠犬ハチ公「私アイです」
作・上尾　愛　たちき書房
　新聞やニュースでも話
題になった別府の忠犬物
語！実話を元にした感動
のお話です。「冬は必ず
春となる」とあるように、
アイちゃんから勇気と愛
をもらってください！

  「おはなしルーム」
日時　11月 14日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

「文化の日のおはなし会」
えほんの読み聞かせや紙芝居があるよ。みんな来てね !
日時　11月 3日㈯　10：30～　場所　竹田市立図書館

「ブックスタート」
日時　11月 21日㈬　13：30～　
場所　竹田市総合社会福祉センター

❾
　

　
　
　
　

　　　　　

　　

キリトリセンキリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

国指定史跡岡城跡

　家族無料観覧券

　登城時にこの券を提出してくだ
さい。1 枚につき、1 家族が 1 回
に限り無料で観覧できます。

有効期限
　平成 19年 11月 10 日㈯
　～ 12月 2日㈰

●お問い合せ
　竹田市教育委員会文化財課
　☎ 63-4818



キリトリセンキリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

郷
土
の
植
物
阿
孫　

久
見

阿
孫　

久
見

N
o.32 　平

成
19
年
11
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

広報たけた

11 も く じ

「冬紅葉」
北風に吹かれ、霜にあ
たる。
日を追うごとにその鮮
やかさを増す冬紅葉。
（写真・デザイン／竹蔵）

  

第
32
回

タ
カ
ネ
コ
ウ
リ
ン
ギ
ク（
キ
ク
科
）

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草

地
に
生
育
す
る
高
さ
60
㌢
ほ
ど

の
直
立
す
る
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は
分ぶ

ん

枝し

せ
ず
、
茎
や
葉
に
は
白

い
綿
毛
が
あ
り
、
全
体
に
乾か

ん
そ
う燥

し
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　

葉
に
は
低
い
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、

根こ
ん
せ
い
よ
う

生
葉
に
は
長
い
柄え

が
あ
っ
て
、

さ
じ
形
で
長
さ
が
６
㌢
、幅
が
３
㌢

ほ
ど
で
す
。茎け

い
よ
う葉
は
互ご

生せ
い

で
、上
部

で
は
小
さ
く
な
り
披ひ

針し
ん
け
い形
で
す
。

　

夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎け

い
ち
ょ
う頂
に

散さ
ん
ぼ
う
じ
ょ
う

房
状
に
数
個
の
径
３
㌢
ほ
ど

の
赤
を
帯
び
た
オ
レ
ン
ジ
色
の

線
形
の
花
を
反
り
返
ら
せ
て
咲

か
せ
ま
す
。
舌ぜ

つ
じ
ょ
う
か

状
花
（
花
弁
が

合ご
う
ち
ゃ
く
着
し
、
一
方
に
伸
び
舌
状
に

な
る
）
が
ま
ば
ら
で
、
中
心
に

丸
く
筒と

う
じ
ょ
う
か

状
花
（
花
弁
が
筒
状
に

な
る
）
が
集
ま
り
目
立
ち
ま
す
。

　

標
高
の
高
い
場
所
に
生
え
、

花
の
色
と
形
か
ら
高た

か
ね
こ
う
り
ん
ぎ
く

嶺
紅
輪
菊

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
筆
者
が
知
る
限

り
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
大
船
山
中

腹
で
、ご
く
稀ま

れ

に
観
察
さ
れ
ま
す
。

大
陸
系
遺い

存ぞ
ん

植
物
で
、
大
分
県

の
絶ぜ

つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。
花
期
は

８
月
か
ら
９
月
で
す
。

国
指
定
史
跡
岡
城
跡

家
族
無
料
観
覧
券

有
効
期
限

　

平
成
19
年
11
月
10
日
㈯

　

〜
12
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　

竹
田
市
教
育
委
員
会

平成18年11月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成 19年 12 月に１歳の誕生日を迎え
るお子さんの写真を募集します！

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦

秋
の
火
災
予
防
週
間
が
始
ま
り
ま
す
／
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
特
集

第
７
回
／
夢
は
大
き
く
九
州
・
全
国
へ

ま
ち
の
話
題
／
久
住
高
原
祭
り
・
竹
田
薪
能
・
竹
田
高
校
創
立
１
１
０
周
年
・

瀧
廉
太
郎
記
念
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
竹
田
市
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

http://www.city.taketa.oita.jp/


❶ 2007年11月発行

情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

南
画
の
里
文
人
書
画
展

　

没
後
百
年　

田た

の能
村む

ら

直ち
ょ
く
に
ゅ
う入

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
10
周
年
記
念
展

「
佐
藤
武
郎
作
品
展　
か
た
染
め
」

　

11
月
11
日
㈰
ま
で

　

水
琴
館
10
周
年
を
記
念
し
、大
分
県
立
芸
術

文
化
短
期
大
学
名
誉
教
授
で
、現
代
か
た
染
め
の

代
表
的
作
家
の
一
人
で
あ
る
竹
田
市
出
身
の
佐

藤
武
郎
氏
の
個
展
を
開
催
。11
日
㈰
14
時
か
ら

佐
藤
武
郎
氏
に
よ
る
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

第
59
回
画
聖「
田
能
村
竹
田
」を
し
の
ぶ
美
術
祭
特
賞
展
示

　

11
月
13
日
㈫
〜
18
日
㈰

　

第
59
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
を
し
の
ぶ
美

術
祭
の
特
賞
作
品
（
絵
画
・
書
道
）
を
展
示
。

第
43
回
大
分
県
美
術
展
写
真
展
巡
回
展

　

11
月
20
日
㈫
〜
25
日
㈰

　

大
分
県
美
術
展
写
真
の
部
に
出
品
し
た
入
選

作
品
や
、
竹
田
地
区
入
選
作
品
を
展
示
。

「
画
楽
多
会
」所
蔵
品（
版
画
）展

　

11
月
28
日
㈭
〜
12
月
９
日
㈰

　
「
画
楽
多
会
」
会
員
所
蔵
の
版
画
を
展
示
。

※
休
館
日
は
、月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

田
能
村
竹
田
没
後
１
７
３
年
祭

墓
前
祭

　

日
時　

11
月
１
日
㈭　

10
時
〜

　

場
所　

竹
田
墓
地
（
茶
屋
ノ
辻
）

遺
墨
展
「
竹
田
先
生
と
師
友
・
門
下
の
作
品
」

　

日
時　

11
月
１
日
㈭
〜
３
日
㈯　

９
時
〜

　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

お
茶
会

　

日
時　

11
月
２
日
㈮
〜
３
日
㈯　

９
時
〜

　

場
所　

旧
竹
田
荘

※
お
茶
券　

１
、０
０
０
円
（
入
荘
料
含
む
）

年
祭
法
要
・
献
茶
式

　

日
時　

11
月
３
日
㈯　

９
時
〜

　

場
所　

旧
竹
田
荘
画
聖
堂

●
お
問
い
合
せ　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会

　

☎
62‒
２
５
２
９
（
足
達
）

 

平
成
19
年
度　

渓
谷
神
楽
大
会

　

市
内
に
あ
る
10
の
神
楽
座
が
一
堂
に
会
し
、

第
35
回
神
楽
研
修
会
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈯　

９
時
〜
17
時

場
所　

陽
目
の
里

※
雨
天
の
場
合
は
福
祉
健
康
エ
リ
ア

●
お
問
い
合
せ

　

渓
谷
神
楽
大
会
実
行
委
員
会

　

☎
62‒

３
８
３
３
（
小
出
）

 

ラ
ム
サ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
く
じ
ゅ
う

　

坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
が
、
平
成
17
年
に

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
持
続
可
能
な
環
境
保
全
活
動

や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
、

適
正
な
利
用
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

場
所　

国
民
宿
舎
久
住
高
原
荘

●
お
問
い
合
せ　

ラ
ム
サ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

　

く
じ
ゅ
う
実
行
委
員
会
事
務
局
（
大
分
県
企

　

画
振
興
部
景
観
自
然
室
内
）

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
１
２
２

　

℻
０
９
７‒

５
０
６‒

１
７
３
０

 

第
31
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭

日
時　

11
月
11
日
㈰　

９
時
〜
14
時

場
所　

直
入
総
合
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
ほ
か

内
容　

豊
後
牛
の
焼
肉
や
伝
統
芸
能
、
お
楽
し  

　

み
抽
選
会
等

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

☎
75‒

２
２
１
１

 

〜
竹
／
音
／
光
・
共
鳴
〜　

 

た
け
た
竹
灯
籠　
竹
楽
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ

　

２
万
本
の
竹
灯
籠
が
、
歴
史
的
な
街
並
み
を

浮
か
び
あ
が
ら
せ
、
観
る
人
を
幽
玄
の
世
界
へ

誘
い
ま
す
。
街
角
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
オ
カ

リ
ナ
や
笙
の
演
奏
会
等
が
開
催
さ
れ
、
店
舗
を

使
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
皆
さ
ん
に
癒
し
と
感
動

を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈮
〜
18
日
㈰

場
所　

竹
田
市
街
地　

歴
史
の
道
界
隈

　

※
竹
灯
籠
は
、
梵
鐘
を
合
図
に
16
時
30
分
に

　
　

点
火
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
63‒

４
８
０
７

　

竹
田
市
観
光
協
会　

☎
63‒

２
６
３
８

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会　

☎
63‒

０
５
８
５

　

た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」
公
式
サ
イ
ト

　

http://w
w
w
2.city.taketa.oita.jp/tikuraku/

　

11
月
１
日
㈭
〜
25
日
㈰

　

入
館
料　

大
人
３
０
０
円

　

没
後
百
年
と
な
る
田
能
村
直
入
の
作
品
と
足

跡
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

冬
季
所
蔵
作
品
展

　

11
月
29
日
㈭
〜
12
月
19
日
㈬

※
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

で
す
。
27
日
㈫
・
28
日
㈬
は
、
展
示
替
え
作
業

の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

http://www2.city.taketa.oita.jp/tikuraku/


たけたん情報 平成19年11月号 ❷

  

催
　
し

久
住
で
収
穫
祭
〜
感
謝
の
コ
コ
ロ
〜

日
時
　
11
月
10
日
㈯
　
15
時
〜
21
時

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
15
時
〜
17
時

　
木
の
実
ア
ー
ト
・
竹
箸
・
箸
袋
づ
く
り
、
久

　
住
の
味
覚
、
石
鹸
作
り
等

 

・
コ
ン
サ
ー
ト
　
開
場
　
18
時

　
竹
楽
器
の
カ
テ
リ
ー
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
楽

器
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
。

場
所
　
久
住
さ
や
か

入
場
料
　
大
人
　
２
、５
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
、０
０
０
円

　
※
久
住
の
味
覚
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
込
み
、
予

約
の
方
に
は
竹
皮
弁
当
あ
り
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　
食
育
ネ
ッ
ト
事
務
局

　
☎
０
９
０‒

４
３
５
５‒

２
２
１
１
（
堀
田
）

裁
判
員
制
度
説
明
会
in
豊
後
大
野

日
時
　
11
月
10
日
㈯
　
13
時
〜

場
所
　
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

内
容
　
広
報
映
画
上
映
、
説
明
等

定
員
　
60
名
（
電
話
に
よ
る
申
込
み
）

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　
大
分
地
方
裁
判
所
竹
田
支
部
　☎
63‒

２
０
４
０

竹
田
市
文
化
連
盟
　
秋
季
芸
能
祭

日
時

　
11
月
11
日
㈰

　 

開
演
11
時

場
所

　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

　
無
料

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局
　

　（
竹
田
市
文
化
会
館
）　
☎
63‒

２
７
３
４

【
竹
田
市
文
化
連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　
平
成
19
年
度
竹
田
音
楽
暦
に
掲
載
の
、
11
月

18
日
㈰
に
開
催
予
定
で
し
た
「
第
２
回
豊
水
会

歌
の
集
い
」
は
、
主
催
者
（
豊
水
会
）
の
都
合

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時
　
12
月
１
日
㈯
　

　
昼
の
部
　
11
時
開
演
（
10
時
開
場
）

　
夜
の
部
　
16
時
開
演
（
15
時
開
場
）

場
所
　
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
※
各
自
治
会
・
各
種
団
体
・
福
祉
団
体
で
協

力
券
（
１
枚
５
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
63‒

１
５
４
４

　
福
祉
事
務
所
　
　
　
☎
63‒
４
８
１
１

大
相
撲

　
豊
後
大
野
場
所

日
時
　
12
月
２
日
㈰
　
開
場
　
８
時

場
所
　
大
原
総
合
体
育
館
（
豊
後
大
野
市
）

入
場
料
（
税
込
）

１
階
　
タ
マ
リ
席
　
１
３
、０
０
０
円（
１
名
分
）

　
〃
　
マ
ス
Ｓ
席
　
４
０
、０
０
０
円
（
４
名
分
）

　
〃
　
マ
ス
Ａ
席
　
３
４
、０
０
０
円
（
４
名
分
）

　
〃

　
自
由
席

　
　
５
、０
０
０
円
（
１
名
分
）

２
階

　
特
別
イ
ス
席

　
７
、０
０
０
円（
１
名
分
）

　
〃

　
イ
ス
Ａ
席

　
　
７
、０
０
０
円（
１
名
分
）

　
〃

　
イ
ス
Ｂ
席

　
　
４
、５
０
０
円（
１
名
分
）

　
〃

　
立
見
席（
大
人
）２
、０
０
０
円（
１
名
分
）

　
〃
　
立
見
席（
小
人
）　　
５
０
０
円（
１
名
分
）

　
※
小
人
は
小
学
生
以
下

飲
食
・
土
産
セ
ッ
ト
（
税
込
）　
５
、０
０
０
円

　
※
予
約
販
売
で
す
。当
日
会
場
内
で
も
弁
当
、

飲
物
、
土
産
等
を
販
売
し
ま
す
。

無
料
臨
時
バ
ス
運
行

　
竹
田
市
役
所
　
　
　
　
　
　
　
７
時
10
分
発

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
50
分
発

　
荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
　
７
時
発

　
久
住
総
合
支
所
　
　
　
　
　
　
７
時
発

　
直
入
総
合
支
所
　
　
　
　
　
　
７
時
発

○
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　
竹
田
商
工
会
議
所
　
☎
63‒

３
１
６
１

　
荻
町
商
工
会
　
　
　
☎
68‒

２
２
０
９

　
久
住
町
商
工
会
　
　
☎
76‒

０
１
５
１

　
直
入
町
商
工
会
　
　
☎
75‒

２
０
２
０

●
お
問
い
合
せ

　
大
相
撲
豊
後
大
野
場
所
事
務
局

　
☎
０
９
７
４‒

22‒

５
９
２
５

第
１
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト

日
時
　
12
月
３
日
㈪
〜
４
日
㈫

場
所
　
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
政
策
企
画
課
水
サ
ミ
ッ
ト
推
進
班

　
☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
０
３
４

  
税

　
金

11
日
か
ら
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
生
活
に
深
い
関

わ
り
を
持
つ
税
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
お
よ

び
使
途
や
税
務
行
政
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
税
の
仕
組
み
や
目
的

を
考
え
て
、
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
に
引
続
き
、「
少
子
・
高
齢

社
会
と
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
報
・
広
聴
活
動

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
５
日
㈪
か
ら
30
日
㈮
ま
で
の
間
、
サ
ン

リ
ブ
竹
田
店
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
市
内
の
小･

中
学
生
、高
校
生
が
考
え
た
税
に
関
す
る
作
文
、

標
語
、書
写
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
家
族
で
税
に
つ
い

て
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　

　
竹
田
税
務
署
　
☎
63‒

３
１
４
１

平
成
19
年
度

　改
正
税
法
研
修
会

　
法
人
の
減
価
償
却
制
度
の
改
正
を
主
と
し
た

平
成
19
年
度
法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈪
　
14
時
〜
　

場
所
　
竹
田
商
工
会
館
２
階
ホ
ー
ル

受
講
料
　
無
料

●
お
問
い
合
せ
　

　
㈳
竹
田
法
人
会
事
務
局（
竹
田
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
64‒

０
０
４
２

個
人
事
業
業
税

第
２
期
の
納
期
限
は
11
月
15
日
㈭
で
す

　
個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
制
度

11
月
の
お
し
ら
せ

11
月
の
お
し
ら
せ
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が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
９
７
４‒
22‒

７
５
０
１

  

年　

金

控
除
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
を
対
象

に
、
11
月
上
旬
頃
（
予
定
）
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
も
の
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
17
年
か

ら
証
明
書
の
添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。）

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

統　

計

「
全
国
物
価
統
計
調
査
」に
ご
協
力
を

　
「
平
成
19
年
全
国
物
価
統
計
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が
購
入
す

る
主
な
商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
の
料
金

等
を
調
査
し
、
物
価
政
策
を
始
め
各
種
の
行
政

施
策
を
立
案
す
る
際
の
重
要
な
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　

調
査
は
、
飲
食
店
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
を

対
象
と
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課　

☎
63‒

４
８
０
１

  

環
境
衛
生

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
類
、
雑
誌
類

等
の
有
毒
物
質
を
含
む
物
を
庭
先
等
で
燃
や
し

て
い
る
方
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
家
庭
や
会
社
、

ご
み
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
野
外
で
の
焼
却
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
外
焼
却
は
人
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
を
は
じ
め
と

す
る
大
気
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ご
み
を

処
分
す
る
場
合
は
、
一
般
家
庭
で
あ
れ
ば
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
、
会
社
で
あ
れ
ば
業
者
へ
委

託
す
る
等
し
て
、
野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
農
林
業
者
が
作
業
に
伴
っ
て
行
う
燃
焼
行
為

（
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂
、
油
を
含
ま
な
い
も
の
）

や
防
火
訓
練
で
の
燃
焼
行
為
、「
ど
ん
ど
焼
き
」

な
ど
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

３
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示

　

県
内
各
地
の
小
中
学
生
が
描
い
た
３
Ｒ
（
ご

み
の
リ
デ
ュ
ー
ス
〔
減
量
〕、
リ
ユ
ー
ス
〔
再

使
用
〕、
リ
サ
イ
ク
ル
〔
再
生
利
用
〕）
に
つ
い

て
の
ポ
ス
タ
ー
約
30
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
環
境
に
つ
い
て
、
ご
家
族
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮

場
所　

竹
田
市
役
所
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
63‒

４
８
２
１

  

保
健
衛
生

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前
後
の
方
が
、
自

ら
命
を
断
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
み
や
つ
ら
さ
を

抱
え
て
暮
ら
す
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と

し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

　

族
内
容　

数
名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
体
験
や
気
持
ち

　

の
分
か
ち
合
い
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈪　

14
時
〜
16
時

場
所　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大

　

分
市
）

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
精
神
保
健

　

福
祉
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

県
病
健
康
教
室

　

大
分
県
立
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
平
成
20
年

１
月
に
か
け
て
、
看
護
を
テ
ー
マ
に
毎
月
第
３

火
曜
日
に
県
病
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
（
入

場
無
料
）。

日
時　

11
月
20
日
㈫　

13
時
〜
14
時

演
題　

患
者
さ
ん
参
加
の
事
故
防
止

講
師　

地
域
医
療
連
携
室
看
護
師
長

　
　
　

野
田　

眞
由
美

場
所　

大
分
県
立
病
院　

３
階　

講
堂

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
病
院
総
務
課
総
務
班

　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒

７
１
１
８

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
方
の
無
料
健
康
診
断

　

大
分
県
で
は
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
原
子
爆

弾
被
爆
者
二
世
の
方
を
対
象
に
、
無
料
健
康
診

断
を
委
託
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
地
の
県
民
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
部　

保
健
支
所
）
ま
た
は
保
健

所
に
連
絡
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
５
日
㈪
〜
12
月
14
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
保
健
所　

☎
63‒
２
１
８
７

　

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
６
６
９



1 ㈭ ・第 59回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00 ～（竹田市文化会館）・田能村竹田没後 173 年祭（～ 3日）・第 59回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭（竹
田市体育センター）（～ 4日）・岡城・城下町もみじフェスタ（～ 18日）・竹田温泉「花水月」休館日

2 ㈮
3㈯ ・文化の日　・平成 19年度渓谷神楽大会 9:00 ～ 17:00（陽目の里）・第 20回町と村を結ぶ奥豊後ふれあい祭 10:00 ～（東古町～下本町）・竹田市功労者表彰式 13:00 ～（竹

田市総合社会福祉センター）・文化の日のおはなし会 10:30 ～（竹田市立図書館）・イザベル音楽祭 15:00 ～ 19:00（竹田創生館，キリシタン洞窟礼拝堂跡〔殿町〕）

4 ㈰ ・第 20回九重野 in 緩木森林公園祭り 20周年記念大会 9:00 ～（緩木森林公園ほか）・第 40回久住地域駅伝競走大会 14:00 ～（白丹公民館～久住
～都野山村広場）

5 ㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

6 ㈫ ・全国糖尿病週間（～ 12日）

7 ㈬ ・国有財産の日

8 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

9 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63-4818　・ラムサールフォーラム in くじゅう 13:00 ～（国民宿舎
久住高原荘）（～ 11日）・竹田市消防団直入方面隊模擬火災防御訓練　・秋季全国火災予防運動（～ 15日）・「119」番の日

10㈯ ・第3回竹田市社会福祉大会9:00（竹田市総合社会福祉センター）・21ふれあい健康づくりの集い（受付）9:00～（竹田市文化会館）・童謡と絵本の会10:00～11:30（佐
藤義美記念館〔このこのおうち〕）・久住で収穫祭－感謝のココロ－ 15:00 ～ 21:00（久住さやか）・邦楽ともみじ御膳の夕べ 16:00 ～ 19:00（御客屋敷〔寺町〕）

11㈰ ・第 31回直入地域ふるさと振興祭 9:00 ～ 14:00（直入総合支所ほか）・竹田市文化連盟秋季芸能祭 10:00 ～（竹田市文化会館）・地域協育フォーラム 13:00 ～ 16:20（久住中
央公民館）・万葉の里・城原もみじ祭 13:30 ～ 16:30（旧朝日屋酒造蔵）・竹田市消防団竹田方面隊模擬火災防御訓練　・税を考える週間（～ 17日）・家族の週間（～ 24日）

12㈪ ・全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間（～ 18日）・女性に対する暴力をなくす運動（～ 25日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

13㈫ ・玉来市政懇談会 19:00 ～ 21:00（玉来分館）

14㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）
・平成 19年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎［大分市］）

15㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）・個人事業税第 2期納期限
・竹田温泉「花水月」休館日

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ11月
2007年

2007岡城・城下町もみじフェスタ　11月1日㈭～18日㈰
　・  ３日㈯　イザベル音楽祭　
　・10日㈯　邦楽ともみじ御膳の夕べ
　・16日㈮～ 18日㈰　たけた竹灯籠「竹楽」
　・  １日㈭～ 18日㈰　里山ライトアップ
　・  １日㈭～ 25日㈰　城下町街角ギャラリー
　　※イザベル音楽祭、邦楽ともみじ御膳の夕べは有料です。
　○お問い合せ　竹田市観光協会　☎ 63-2638



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈮ ・～竹／音／光・共鳴～たけた竹灯籠　第 8回竹楽 TIKURAKU（竹田市街地　歴史の道界隈）（～ 18日）
・青少年の日

17㈯ ・ナツメロ歌謡祭 10:00 ～（竹田市文化会館）・企業参画の森づくり 10:00 ～（あざみ台展望所付近）・大分県立農業大学校創立 40周年記念式典 10:00 ～（大分県立農業大学校体育館〔豊
後大野市〕）・「女性に対する暴力をなくす運動」街頭キャンペーン 17:00 ～ 18:00（サンリブ竹田店〔玉来〕）・国指定重要文化財願成院本堂“愛染堂”秋の一般公開（～18日）

18㈰ ・第 19回メンヒルの里おこし弓まつり大会（君ヶ園森八幡社）
・家族の日・家庭の日

19㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日
・食育の日

20㈫ ・成牛市場（豊後豊肥家畜市場）

21㈬ ・行政相談10:00～15:00（竹田市総合社会福祉センター）・年金相談10:00～15:00（竹田市総合社会福祉センター）・大分県行政書士会無料相談会13:00～16:00（大
分県行政書士会〔大分市〕）・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

22㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

23㈮ ・勤労感謝の日　・第 49回岡城旗争奪少年剣道大会・第 9回市長旗争奪竹田名水剣道大会（受付）8:00 ～（竹田市体育センター）
・紫根染色会 9:00 ～ 16:00（志土知地区）・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63-4818

24㈯ ・童謡と絵本の会10:00～11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）・お稲荷さんが舞い込んだ14:00～（竹田市街地）・第13回はづきチャリティー
コンサート（開場）17:30 ～（久住中央公民館）・トチの木の下の神原里山コンサート 18:00 ～（健男霜凝日子神社〔吐合〕）

25㈰ ・大分県郡市対抗女子駅伝竹田市結団式 8:40 ～（直入中央公民館）・竹田市駅伝競走大会 9:00 ～（直入中央公民館）・童謡と絵本の会10:00 ～
11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）・竹田市歩こう会「十川方面」9:00 廣瀬神社下集合（※ 1）・竹田市消防団久住方面隊模擬火災防御訓練

26㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

27㈫
28㈬ ・嫗岳地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（嫗岳分館）

29㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

30㈮ ・固定資産税 4期、国民健康保険税 5期、介護保険料 5期納期限

月　間

その他

・12 月 1 日㈯竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:20 ～（竹田市総合運動公園）・12 月 1 日㈯第 3回歳末助け合いチャリティーショー①
11:00 ～② 16:00 ～（竹田市文化会館）・12 月 1日㈯～ 12 月 31 日㈪イルミネーション点灯（JR豊後竹田駅前稲葉川河畔）・12 月 2日㈰第 20
回大分県郡市対抗女子駅伝競走大会 12:00 ～（大分市営陸上競技場〔大分市〕）・児童虐待防止推進月間　・共同募金運動（～ 12月 31日）
・久住高原キャンペーン（～ 25日）・荻・祖母山麓キャンペーン（～ 30日）

※久住総合運動公園野球コートは、
　整備のため平成 20年３月末まで
　使用できません。



たけたん情報 平成19年11月号 ❻

  
研　

修

実
務
未
経
験
者
に
対
す
る

介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修

対
象　

介
護
支
援
専
門
員
番
号
下
４
桁
が
０
０

　

０
１
〜
３
４
１
０
で
、
今
後
実
務
に
就
く
予

　

定
の
者

日
時　

平
成
20
年
２
月
〜
３
月
頃
（
７
日
間
）

場
所　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
６
８
６

  

福　

祉

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い
わ
ゆ
る

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
お
よ
び
引
揚

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
慰
籍
の

念
を
表
す
た
め
の
特
別
記
念
事
業
と
し
て
「
特

別
慰
労
品
」を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
慰
労
品
は
、
過
去
に
基
金
か
ら
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

に
贈
呈
す
る
と
と
も
に
書
状
を
受
け
る
資
格
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
求
さ
れ
て
い
な
い

方
に
も
贈
呈
し
ま
す
。

　

ご
本
人
か
ら
の
請
求
に
基
づ
い
て
贈
呈
さ
れ

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
ご
請
求
下
さ
い
。（
ご

遺
族
等
は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０‒

２
３
４‒

９
３
３

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
で
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権

利
が
消
滅
し
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

　

料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

　

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一

　

人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦

　

没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

　

方
等
は
除
き
ま
す
。

４　

３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

　

姉
妹

５　

１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦

　

没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

給
付
内
容　

額
面
40
万
円
（
10
年
償
還
の
記
名  

　

国
債
）

●
お
問
い
合
せ
・
請
求

　

福
祉
事
務
所　

☎
63‒

４
８
１
１

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　

荻
総
合
支
所　
　

☎
68‒

２
２
１
４

　
　

久
住
総
合
支
所　

☎
76‒

１
１
１
３

　
　

直
入
総
合
支
所　

☎
75‒

２
１
４
２

  

試　

験

大
分
県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
入
学
試
験

　

農
業
、
農
村
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
役
割
を

担
え
る
優
れ
た
農
業
者
お
よ
び
農
村
の
地
域
指

導
者
等
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
大
分

県
立
農
業
大
学
校
農
学
部
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。（
一
般
入
学
試
験
）

修
業
年
限　

２
年

受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

・
学
校
教
育
法
に
お
け
る
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者
お
よ
び
平
成
20
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

・
通
常
の
課
程
に
よ
る
12
年
の
学
校
教
育
を
修

了
し
た
者
お
よ
び
平
成
20
年
３
月
修
了
見
込
み

の
者

・
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
69
条
の
規
定
に
よ

り
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の 

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
に
こ
れ
に
該
当
す
る
見
込
み
の

者 出
願
方
法　

出
願
書
類
を
直
接
持
参
す
る
か
、

簡
易
書
留
で
郵
送
す
る
こ
と
。

出
願
先

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
・
学
生
課

　

〒
８
７
９‒

７
１
１
１

　

豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
２
３
２
８‒

１

　

※
封
筒
に
「
農
学
部
願
書
在
中
」
と
朱
書
き

願
書
受
付
期
間　

11
月
９
日
㈮
〜
22
日
㈭

　

※
当
日
消
印
有
効

試
験
期
日　

12
月
７
日
㈮

試
験
会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
・
学
生
課

　

☎
０
９
７
４‒
22‒
７
５
８
４

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

☎
63‒

３
１
７
７

区
分

学
科
・
専
攻

定
員

部学農

総
合
農
学
科

名０６

園
芸
学
科

野
菜
専
攻

花
き
専
攻

果
樹
専
攻

畜
産
学
科
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紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て
省

略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

  
相
　
談

無
料
調
停
相
談
会

　
家
庭
の
問
題
や
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建

物
の
問
題
等
で
お
困
り
の
方
、
調
停
委
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
11
月
28
日
㈬
　
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の

　
　
　（
豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
８
７
８
）

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
竹
田
支
部

　
☎
63‒

２
０
４
０

特
設
人
権
相
談
所

　
人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
あ
わ
せ
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

・
12
月
４
日
㈫
　
10
時
〜
15
時

　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
月
７
日
㈮
　
10
時
〜
15
時

　
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
・
直
入
中
央
公
民
館

・
12
月
10
日
㈪
　
10
時
〜
15
時

　
久
住
中
央
公
民
館

内
容
　
家
庭
内
の
問
題
、
金
銭
、
登
記
、
相
続
、

　
子
ど
も
の
問
題
、
い
じ
め
、
名
誉
侵
害
等

担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

　（
人
権
擁
護
委
員
の
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

　
☎
62‒

２
３
１
５

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を

　「
交
通
事
故
・
詐
欺
等
の
被
害
に
遭
い
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。」

　
こ
の
よ
う
な
ご
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検

察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
や
申
立
の
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
検
察
審
査
会
事
務
局
　

　（
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
竹
田
支
部
内
）

　
☎
63‒

２
０
４
０

  

募
　
集

し
い
た
け
応
援
隊
員
募
集

　
県
内
の
椎
茸
産
地
で
短
期
に
作
業
応
援
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
主
に
コ
マ
打
ち
作
業
等

の
仕
事
で
す
。

　
申
込
後
、
地
区
説
明
会
を
経
て
、
研
修
を
受

け
ま
す
。
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
に
隊
員

登
録
し
、紹
介
を
受
け
て
作
業
応
援
を
し
ま
す
。

　
心
身
と
も
に
健
康
な
あ
な
た
、「
日
本
一
の
大

分
し
い
た
け
」
の
応
援
隊
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

　
コ
マ
打
ち
作
業
の
経
験
の
有
無
を
明
記
し
て
、

　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
区
説
明
会
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
11
月
15
日
㈭
ま
で

※
研
修
、
登
録
、
紹
介
は
無
料
で
す
。
研
修
終

　
了
者
の
活
動
に
は
、
最
低
賃
金
を
保
証
し
ま

　
す
（
時
給
６
２
０
円
）。
５
年
間
以
上
の
登

　
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　
〒
８
７
８‒

０
０
１
３

　
竹
田
市
大
字
竹
田
１
５
０
１‒

２

　
☎
63‒

３
１
７
７

　
℻
63‒

３
５
８
５

お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ
　参
加
者
募
集

　
35
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
「
お
稲
荷
さ
ん
が
舞

い
込
ん
だ
」。
か
つ
て
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
、
各
町
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
復
活
６
年
目
を
迎
え
、
会
員
全
員
で

和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
お
り
、
最
近
で
は

大
人
の
狐
行
列
も
人
気
で
す
。

日
時
　
11
月
24
日
㈯
　
14
時
〜

場
所
　
竹
田
市
街
地
一
円

募
集
人
員
　
20
名

参
加
料
　
無
料

募
集
期
間
　
11
月
17
日
㈯
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ
事
務
局

　
☎
63‒

３
８
３
３
（
平
田
）

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
　研
修
生
募
集

　
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
畜
産
経

営
を
志
す
方
を
対
象
に
、
畜
産
経
営
に
必
要
な

知
識
や
技
術
、
資
格
（
家
畜
人
工
授
精
師
、
農

業
用
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
免
許
等
）
を
、
実
践
を

通
し
て
習
得
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間
　
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月

場
所
　
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
大
分
県
畜
産
試
験
場
内
）

受
付
期
間
　
11
月
30
日
㈮
ま
で

募
集
定
員
　
５
名
（
性
別
不
問
）

選
考
方
法
　
面
接
に
よ
り
選
考
（
12
月
上
旬
）

受
講
人
数
　
一
会
場
に
つ
き
原
則
20
名
以
上

費
用
等
　
全
寮
制
（
個
室
）、
宿
泊
費
不
要
。
食

　
事
等
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　（
大
分
県
畜
産
試
験
場
企
画
指
導
担
当
）

　
☎
76‒
１
２
１
４

　
大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　
☎
63‒
３
１
７
７
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姫
だ
る
ま　

新
春
販
売
に
つ
い
て

　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
昭
和
55
年
か

ら
、新
年
の
縁
起
物
と
し
て
町
内
の
商
家
に「
姫

だ
る
ま
の
投
げ
込
み
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
春
は
、
皆
様
に
も
販
売
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
商
工
会
議

所
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
12
月
１
日
㈯

販
売
日　

平
成
20
年
１
月
２
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
室

サ
イ
ズ　

大
（
７
号
）
中
（
５
号
）
小
（
４
号
）

※
例
年
、
投
げ
入
れ
を
行
っ
て
い
る
方
に
つ
い

　

て
は
、
投
げ
入
れ
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局　

　

☎
63‒

３
１
６
１
（
安
藤
）

ド
イ
ツ
・
国
際
料
理
ク
ラ
ブ

　

国
際
交
流
員
の
ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー

さ
ん
が
、
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
料
理
ク
ラ

ブ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

日
時
、
曜
日
等
は
未
定
で
す
が
、
月
１
回
程

度
、
午
前
中
に
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
直
入
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
予
定
で
す
。

　

竹
田
の
食
材
を
使
っ
た
ド
イ
ツ
料
理
を
お
教

え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
料
理
に
興
味
が

あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
食
文
化
に
つ
い
て
も
学
び
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

独
・
英
会
話
弁
当

　

昼
休
み
の
時
間
に
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
、
英

語
ま
た
は
ド
イ
ツ
語
で
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し

て
、
会
話
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　

一
般
的
な
外
国
語
教
室
の
よ
う
な
授
業
の
形

態
は
と
ら
ず
、
自
然
発
生
的
な
お
し
ゃ
べ
り
を

参
加
者
で
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
を
と
り
ま
す
。

　

ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー
さ
ん
（
独
）

の
ほ
か
、
外
国
語
指
導
助
手
の
吉
田
ジ
ュ
ー
ン

さ
ん（
米
）と
ワ
イ
ナ
ー
・
シ
ャ
ー
ン
さ
ん（
米
）

も
都
合
次
第
で
参
加
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

12
時
〜
14
時

場
所　

竹
田
市
役
所
会
議
室

　

※
場
所
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　

直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー
、
小
島
ま
で

　

☎
75‒

２
２
１
４　

℻
75‒

２
２
１
７

　

Ｅ
メ
ー
ル kanko-nao@

city.taketa.lg.jp

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地　
入
居
者
募
集

規
模　

木
造
平
屋
建　

延
べ
面
積
74
・
７
㎡　

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
１
・
洋
室
２
）

所
在
地　

直
入
町
大
字
長
湯
９
０
６
７‒

69

募
集
戸
数　

４
戸

募
集
期
間　

12
月
10
日
㈪
ま
で

抽
選
日　

12
月
中
旬

●
お
問
い
合
せ　

　

建
設
課
庶
務
係　

☎
63‒
４
８
０
８

　

詳
し
く
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

  

求　

人

◇
作
業
員
１
人
年
齢
不
問
13
・
５
〜
17
・
５
万

（
久
）
◇
集
金
・
検
針
員
１
人
年
齢
不
問
10
・

８
万
（
荻
）
◇
フ
ロ
ン
ト
係
１
人
年
齢
不
問

13
・
８
万
（
荻
）
◇
作
業
療
法
士
１
人
年
齢
不

問
20
・
６
〜
28
・
４
万
（
竹
）
◇
工
務
技
術
者

１
人
年
齢
不
問
20
〜
30
万
（
竹
）
◇
正
看
護
師

１
人
年
齢
不
問
19
・
９
〜
29
・
６
万
（
久
）
◇

介
護
業
務
１
人
年
齢
不
問
12
〜
15
万
（
竹
）
◇

事
務
員
１
人
年
齢
不
問
16
・
３
〜
16
・
９
万（
直
）

◇
調
理
員
１
人
年
齢
不
問
18
〜
20
万
（
直
）
◇

送
迎
運
転
手
１
人
年
齢
不
問
14
・
７
万
（
荻
）

◇
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
年
齢
不
問
24
〜

30
万
（
竹
）
◇
建
設
機
械
整
備
士
１
人
年
齢
不

問
18
〜
20
万
（
竹
）
◇
重
機
運
転
手
１
人
年
齢

不
問
20
〜
25
万
（
荻
）
◇
瓦
葺
作
業
員
１
人
年

齢
不
問
15
・
１
〜
20
万
（
竹
）
◇
事
務
・
保
育

補
助
１
人
年
齢
不
問
12
・
３
万
（
竹
）
◇
事
務

職
員
１
人
年
齢
不
問
16
・
６
〜
17
・
５
万
（
久
）

◇
受
付
・
案
内
１
人
年
齢
不
問
６
・
６
〜
11
万

（
竹
）
◇
調
剤
薬
局
事
務
員
１
人
年
齢
不
問
12

〜
15
万
（
直
）
◇
美
容
師
１
人
年
齢
不
問
11
・

９
〜
12･

４
万
（
竹
）
◇
土
木
作
業
員
３
人
年
齢

不
問
18
・
２
〜
20
・
８
万
（
竹
）
◇
養
鶏
作
業

員
１
人
年
齢
不
問
13･

５
万
（
久
）
◇
１
級
ヘ
ル

パ
ー
１
人
年
齢
不
問
13
・
２
〜
14
・
９
万
（
直
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

11月1日、イノシシとシカの狩猟
が始まりました！
　山に入る際はご注意ください。
　鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律
等の一部が改正され、イノシシ・シカの狩猟
期間が延長されました。
　　　　　　　　●お問い合せ　
　　　　　　　　　農林畜産課　☎ 63-4805
　　　　　　　　　各総合支所産業課
　　　　　　　　　　　　荻　 ☎ 68-2215
　　　　　　　　　　　久住　☎ 76-1116
　　　　　　　　　　　直入　☎ 75-2216

http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/index.html
mailto:kanko-nao@city.taketa.lg.jp



